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博物館休館日カレンダー
2023年 7月

休館日※情報はR5.6.20現在
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▲採集＆観察会で観察できるかもしれない昆虫たち（左：クワガタ／右：アオカナブン［松田勝弘資料から］）
　当日は会場で講師の松田さんから採集時のアドバイスや採集昆虫についての実地解説を頂く予定です
　身近な昆虫でも知らなかったことや謎の解明が進み、新発見・再発見の一日になることを目指します

入賞作文展示の様子▶
例年多数の応募がある作文コンクール
歴史の人物などについて自分の思い
を文章で表現してみよう！

◀来館者による投票の様子
　１次審査を通過した絵画作品は博物館
ホールに展示して来館者による投票を行
います。最多票を獲得した作品はグラン
プリ作品として紹介いたします。

作
品
募
集
！

昆
虫
博
士
と
ゆ
く

「
み
や
こ
の
昆
虫
採
集
＆
観
察
会
」参
加
者
募
集
！

令
和
５
年
度
夏
休
み
子
ど
も
博
物
教
室

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

★
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

7
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

７
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

７
月
８
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

７
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

７
月
22
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

博
物
館
で
は「
夏
休
み
は
色
ん
な
学
び

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」す
る
体
験
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。今
年
は「
昆
虫
」を
テ
ー

マ
に
採
集
＆
観
察
教
室
を
左
記
要
領
で
開

催
し
ま
す
。奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
！

日　
時　
８
月
６
日
（
日
）

＊
受
付　
７
時
30
分
〜

＊
教
室　
８
時
〜
11
時
（
見
込
み
）

場　
所　
犀
川
公
園
（
本
庄
池
）

内　
容
①
公
園
内
で
の
採
取
＆
観
察
活
動

　
　
　
②
講
師　
松
田
勝
弘
さ
ん

　
　
　

※

採
集
歴
60
年
超
の
講
師
に
よ
る

　
　
　
　
採
集
指
導
と
面
白
昆
虫
話
な
ど

参
加
費　
２
０
０
円
（
一
人
に
つ
き
）

対
象
者　
み
や
こ
町
内
の
小
学
生

定　
員　
先
着
20
名
（
保
護
者
含
む
）

注
意
事
項

※

申
込
は
７
月
８
日
（
土
）
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
窓
口
に
て
受
付
け
ま
す
。

※
保
護
者
の
同
伴（
原
則
１
名
）が
必
要
で
す
。

※
捕
虫
網
や
虫
か
ご
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
中
止（
前
日
夜
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
）

※

昆
虫
の
採
捕
を
お
約
束
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
含
み
お
き
下
さ
い
。

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）活
動
案
内

　

７
月
か
ら
実
稼
働
に
入
り
、
ワ
ー
ク

編
作
業
（
永
沼
家
住
宅
周
辺
除
草
作

業
）
を
左
記
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
博
物
館
宛
て
お
問
合

せ
下
さ
い
。

・
日
時
：
７
月
23
日（
日
）
８
時
〜

・
場
所
：
永
沼
家
住
宅
（
犀
川
帆
柱
）

・
備
考
①
現
地
集
合
・
解
散
で
す
。

②
荒
天
時
中
止
（
前
夜
ま
で
に

　
電
話
等
で
連
絡
し
ま
す
）。

③
登
録
会
員
は
別
途
ご
案
内
し

　
ま
す
。

夏休みの思い出
づくりにいかが
ですか？お申込み
お待ちしています！！

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

博
物
館
で
は
京
築
地
区
の
小
中
学

生
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と

文
化
ゆ
か
り
の
絵
画
・
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、

家
族
や
地
域
、
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
興
味
を
抱
い
た
も
の
や
他
の
人
々

に
紹
介
し
た
い
事
柄
な
ど
を
、
絵
や

文
章
で
表
現
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

募
集
作
品
の
テ
ー
マ
や
応
募
要
領

は
次
の
通
り
で
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て

自
慢
の
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
い
！

★
わ
た
し
の
町
の
過
去・現
在・未
来

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
３
部
門
）

　
三
つ
の
部
門
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、

わ
た
し
の
町
の
「
過
去
・
現
在
・
未

来
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
気
に

入
り
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
描
い
て

下
さ
い
。

★
歴
史
た
ん
け
ん
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
歴
史
た
ん
け
ん
部
門
】

　

こ
の
町
や
地
域
の
歴
史
、
昔
の
話

や
、
歴
史
の
本
を
読
ん
だ
感
想
、
先

人
の
生
涯
な
ど
「
歴
史
」
に
関
す
る

こ
と
を
書
い
て
下
さ
い
。

【
吉
田
兄
弟
物
語
部
門
】（
町
内
校
の
み
）

　

町
内
校
を
対
象
と
し
て
、
本
年
配

布
し
た
、
み
や
こ
町
先
人
顕
彰
マ
ン

ガ
「
吉
田
兄
弟
物
語
」
を
読
ん
だ
感

想
を
書
い
て
下
さ
い
。

◆
応
募
要
領
（
概
要
の
み
）

・
〆　
　
切
：
９
月
15
日
（
金
）

・
応
募
方
法
：
博
物
館
へ
郵
送
又
は

　
　
　
　
　
　
持
参

・
そ　
の　
他
：
入
賞
者
へ
賞
品
贈
呈

　

こ
れ
以
外
の
詳
し
い
応
募
要
領
に

つ
い
て
は
博
物
館
☎
３
３-

４
６
６
６

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
文
化
の
み
や
こ
づ
く
り
」記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・わ
た
し
の
町
の
過
去・現
在・未
来
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

・小
学
生
歴
史
た
ん
け
ん
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

・わ
た
し
の
町
の
過
去・現
在・未
来
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

・小
学
生
歴
史
た
ん
け
ん
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

明
治
の
二
大
文
豪
を
支
え
た

　  
　
　み
や
こ
町
の
偉
人
⑤ 159

▲「氷コップ」に盛られたアイスクリーム

夏目漱石肖像
（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

か
き
氷
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　

今
年
も
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
お
い
し
い
季
節
が

到
来
し
ま
し
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま

で
好
ま
れ
て
い
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

で
す
が
、
気
温
23
℃
を
超
え
る
と
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
30
℃
を
超
え
る
と

か
き
氷
の
需
要
が
増
え
る
と
い
う
統

計
も
み
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
か

き
氷
の
歴
史
は
古
く
奈
良
時
代
ご
ろ

ま
で
遡
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
博
物
館
だ
よ
り
１
５
４
号
参
照
）

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
最
初
に
食
べ
た

日
本
人
は
、
幕
末
の
万
延
元
年
（
１

８
６
０
）
に
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ

た
日
本
の
使
節
団
で
「
誠
に
美
味
な

り
」
と
い
う
感
想
と
併
せ
、
そ

の
レ
シ
ピ
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
横
浜
の
町
田
房

蔵
と
い
う
人
物
が
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）
６
月
に
販
売
を

開
始
し
ま
す
が
、
当
時
の
一
杯

は
、
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る

と
約
８
０
０
０
円
と
か
な
り
高
額
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

夏
目
漱
石
は
慶
応
３
年
（
１
８
６

７
）
に
生
ま
れ
、
そ
の
翌
年
に
明
治

維
新
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
急

速
に
「
食
の
西
欧
化
」
が
進
み
ま
す

が
、
日
本
人
に
馴
染
み
の
な
い
様
々

な
食
品
の
中
で
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

だ
け
は
年
齢
を
問
わ
ず
好
ま
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
明
治
６
年
（
１
８
７

３
）
７
月
17
日
に
明
治
天
皇
が
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
食
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
そ
の
名
前
が
広
く
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
明
治
期
に
お
け
る
食
の
大

転
換
期
に

夏
目
漱
石

や
そ
の
門

下
が
ア
イ

ス
ク
リ
ー

ム
に
込
め

た
思
い
に

ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

家
庭
用
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
器

　

夏
目
漱
石
は
甘
い
も
の
が
大
好
き

で
、
特
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
彼
が

最
後
に
口
に
し
た
食
べ
物
の
一
つ
で

あ
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

（
博
物
館
だ
よ
り
１
９
５
号
参
照
）

彼
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
好
き
が
高
じ

て
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
器
」
を

使
っ
て
「
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
」
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
１
８
４
６
年
頃
に
ア
メ
リ
カ

で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
）
に
は
日
本
に
輸
入
さ

れ
製
造
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
樽
の

中
央
に
筒
状
の
金
属
製
容
器
を
設
置

し
、
こ
の
中
に
牛
乳
、
卵
黄
、
砂
糖

を
入
れ
て
蓋
を
閉
め
、
こ
の
筒
を
取

り
囲
む
よ
う
に
氷
を
入
れ
筒
状
容
器

の
上
部
に
ハ
ン
ド
ル
を
取
り
付
け
て

回
し
な
が
ら
攪
拌
す
る
仕
組
み
で
氷

に
塩
を
加
え
る
と
冷
却
速
度
が
増
し
、

さ
ら
に
早
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
夏
の
暑
さ
の
中

で
30
分
以
上
も
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
続

け
る
作
業
は
大
人
で
も
過
酷
で
あ
っ

た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
当
時
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
口
に

す
る
に
は
大
変
な
苦
労
を
伴
っ
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。
漱
石
の
次
男
の
回

想
録
の
中
に
は
、
真
夏
の
暑
い
日
に
、

漱
石
が
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
子
ど

も
達
と
一
緒
に
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
、

こ
の
機
械
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

作
っ
た
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。

当
初
は
高
価
で
あ
っ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
も
、こ
の
「
家
庭
用
製
造
器
」

の
普
及
に
よ
っ
て
明
治
時
代
の
後
半

頃
に
は
一
般
の
人
々
に
も
食
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

漱
石
門
下
が
記
し
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　

漱
石
は
、
『
行
人
』、『
こ
こ
ろ
』、

『
虞
美
人
草
』『
そ
れ
か
ら
』
な
ど
自

身
の
文
学
作
品
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。
漱
石
の
大

親
友
で
あ
っ
た
正
岡
子
規
は
明
治
32

年
（
１
８
９
９
）
の
夏
に
高
浜
虚
子

宅
を
訪
ね
た
際
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
ご
馳
走
に
な
り
「
こ
の
味
５
年
ぶ

り
と
も
６
年
ぶ
り
と
も
知
ら
ず
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た

夏
目
漱
石
の
門
下
で
彼
の
小
説
「
三

四
郎
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
、
み
や

こ
町
出
身
の
小
宮
豊
隆
が
修
善
寺
で

療
養
中
の
漱
石
を
見
舞
っ
た
際
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
食
べ
た
漱
石
か
ら
「
塩
辛
い
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は

小
宮
が
材
料
の
砂
糖
と
冷
却
用
の
塩

を
間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

見
解
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
小
宮
豊

隆
と
特
に
親
し
か
っ
た
寺
田
寅
彦
は

銀
座
に
あ
っ
た
氷
菓
子
屋
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
が
大
好
き
で
「
特
に
ヴ
ァ

ニ
ラ
の
香
味
が
何
と
も
知
れ
ず
、
見

た
事
も
聞
い
た
事
も
な
い
世
界
の
果

の
異
国
へ
の
憧
憬
を
そ
そ
る
の
で

あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
門
下
の
芥
川
龍
之
介
は
父
親
が

牛
乳
販
売
業
を
営
ん
で
お
り
、
早
く

か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
親
し
ん
で

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

味
に
魅
了
さ
れ
た
漱
石
自
身
や
門
下

生
が
多
く
の
文
学
作
品
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
登
場
さ
せ
て
い
る
理
由
と

し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
当
時
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
「
高
嶺
の
花
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
現
在
も
多
く
の

人
々
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時

代
以
降
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
技

術
の
向
上
や
物
流
の
発
展
等
に
よ
っ

て
、
現
在
で
は
比
較
的
安
価
で
気
軽

に
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
文
学
的
視
点
を
踏

ま
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
一

味
違
う
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
楽
し
め

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（

井
上
信
隆
）

む
か

と
う
ら
い

さ
か
の
ぼ

ま
ん
え
ん

は

け
ん

ま
さ
お
か

し

き

た
か
は
ま

ち

そ
う

き
ょ

し

こ

み
や
と
よ
た
か

り
ょ
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